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KIFが総務省の「地域国際化協会」へ認定されました！
　平成24年4月に熊本市が政令指定都市となったこと
で、総務省が定める「地域国際化協会」を置くことが可能
となりました。これに対応し、当熊本市国際交流振興事業
団は、平成
2 5 年 4月
1 5日付け
で総務省に
より「地域
国 際 化 協
会」に認定
されました。
6月に、総務
省から熊本
市に当該認定書が届き、6月26日（水）に熊本市役所本
庁にて、牧副市長より吉丸理事長に認定書が手渡され
ました。 
　認定書の贈呈式では、牧副市長より、「熊本は交通の
拠点から近いところに、スイスのような山脈―阿蘇のカル
デラ、地中海を彷彿させる天草の海岸線という山海の大
自然が体験できる素晴らしい環境を持ち、海外から大変
注目されています。当地を世界へ広く発信していきたい」
「国際化は、今、地方―熊本の時代です」とお言葉をいた
だきました。　吉丸理事長は、「熊本には伝統的な文化が
あり、素晴らしいと自然環境と歴史、文化を、うまく融合さ
せて、国際交流を進めていきたい。」とお話しされました。
　この地域国際化協会への認定を機に、当事業団では、
熊本市当局と民間・市民の方々一人ひとりをつなげる中
間的支援組織として、より一層、国際化をとおして地域の
活性化と発展に寄与していく所存です。

　各地方公共団体では、地域レベルの国際化を推進するため、さまざまな
取組みを行っています。しかし地域の国際化は行政のみでなし得るもので
はなく、民間国際交流組織の活動が不可欠です。
　総務省では、このような認識のもとに、総務省の指針に基づき、県等が作
成した「地域国際交流推進大綱」に位置づけられ、地域の国際交流を推進
するにふさわしい中核的民間国際交流組織を「地域国際化協会」として認
定し、各種の支援措置を行っています。

基本理念「世界に開かれた活力ある都市の実現」
■２つの方針

◎方針１
市民主体の多彩な国際活動を通じ活気あふれるまちをつくる

◎方針2
外国人にも暮らしやすい多文化共生のまちをつくる

　当事業団は、この熊本市の
国際化指針の基本理念を実現
するために、熊本市、また市
民、民間団体、関係機関、民間
事業者の方々と協力、連携を
はかりながら、「熊本らしい」
「熊本ならではの」「熊本でし
かできない」国際交流・国際協
力・多文化共生事業の実施をと
おして、熊本の活性化と発展
に寄与していきます。

　熊本市の国際化指針の理念を実現するための事業を
実施する機関として、また、熊本市の国際戦略・国際業務
のサポート役として、市全域を俯瞰的に捉え、区毎の状況
に合わせた国際交流、多文化共生事業を実施していきま
すので、引き続き、皆さんのご支援とご協力をよろしくお
願いいたします。

牧副市長（左）と吉丸理事長（右）、
熊本市役所本庁にて

地域国際化協会 認定証

【地域国際化協会とは？】
　　　　　　　　　　（自治体国際化協会のホームページより）

■熊本市の国際化指針（＝「地域国際交流推進大綱」）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （平成22年3月発行）
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平成24年度
JICAパートナーシップセミナー

報告者：一般財団法人熊本市国際交流振興事業団　多文化共生・人づくり推進チーム　徳淵健一

平成24年度JICAパートナーシップセミナー ①

　初めにラオスといっても日本とは余り馴染みがないよう
に思いますので簡単にラオスの概要を述べさせていただ
きます。
　ラオスは人口約630万人、49の少数民族からなる多
民族国家で、そのうち約6割を低地ラオ族が占めていま
す。国土面積は約24万平方キロ（本州程度）、ベトナム、
タイ、カンボジア、ミャンマー、中国の5カ国に囲まれてい
る内陸国です。気候はおおむね雨季と乾季、宗教は主に
仏教、精霊崇拝など。通貨はkip（キープ、10,000kip≒
100円※訪問時レート）、時差はマイナス2時間（日本が

正午であれば午前10時）、政治体制は社会主義国家、日
本との関係は1955年に国交を樹立、更に1965年、日
本が初めて青年海外協力隊を送り出した国でもありま
す。その他、日系企業が70社ほど進出しています。政府
開発援助（ODA）の方向性としても、①経済・社会インフ
ラ整備、②農業の発展と森林の保全、③教育環境の整備
と人材育成、④保健医療サービスの改善の4項目が基本
方針として掲げられています。（JICA資料参考）
　では、ここからは今回訪問したサイトを日を追ってご報
告させていただきます。

ラオスとは

　私ども事業団では、平成15年よりラオスプロジェクト事業として、ラオスへのスタディーツアーやラオス産品の取り扱いなどを通して同国を支援
しています。そのような中、今年2月、JICA（独立行政法人国際協力機構）が実施するJICAパートナーシップセミナー（以下、セミナー）に参加する
機会を得て、ラオスを訪問しました。本セミナーには、ラオスと何らかの事業を展開、または今後ラオスへ進出を考えている企業やNGO、大学、国
際交流協会、自治体など様々な分野で活動する20名が集まり（以下、参加者）、ラオスでの現地視察を通じ、JICAの取り組みへの理解促進、また、
参加者たちにJICAと今後どのような連携が図れるかなどを考えて、情報交換や提言をしてもらうために企画されたものです。
　今回訪問したラオスのJICA現地（サイト）は、10か所ほどあり、ご報告したい項目が多岐にわたるため、紙面の関係上、本号と次号（99号秋号）
に分けて掲載させていただきますとともに、なるべく読みやすくしたいとの思いと、私自身初めてのラオスを訪問したという個人の主観や感想も交
え、多少くだけた表現を用いさせていただきますことを予めご了承願います。

ラオス報告
̶前編̶

日 程

終 日

午 前

午 後

午 前

午 後

午 前

午 後

午 前

午 後

午 前

午 後

終 日

早 朝

ラオスへの移動（バンコク経由）

①JICAラオス事務所

②IV－JAPAN2号店

③ラオス・日本人材開発センター

④バンビエン県

⑤ナムグム・ダム水力発電事業

パクセーへ移動（ラオス南部の都市）

⑥地雷分野に関するラオス・カンボジア南南協力

⑦南部山岳丘陵地域生計向上プロジェクト

⑧中核農家視察

⑨青年海外協力隊 小学校教諭

⑩一村一品プロジェクト

（ビエンチャンへ移動）

帰国～バンコク経由～機内泊等

福岡空港帰着

福岡～ビエンチャン

ビエンチャン市内

ビエンチャン北部

パクセー

サワラン県タオイ郡

パクセー

ホワイフン・タイ村

パクソンなど

福岡

2/10

2/11

2/12

2/13

2/14

2/15

2/16

2/17

内 容 滞 在 都 市

◆期　間：平成25年2月10日（日）～17日（日）全8日間
◆訪問国：ラオス人民民主共和国（同国内にあるJICA関係サイト）
◆団　員：23名（参加者20名、JICA関係者3名）
◆主な行程と訪問先（サイト）
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平成24年度JICAパートナーシップセミナー ②

　今回の全国から集まった訪問団員20名は、NGO、企業
関係者、国際交流職員、自治体職員と、引率するJICAス
タッフ3名で、幅広い業種の方々です。それぞれ最寄りの
空港から経由地バンコク・スワンナプーム国際空港で合流
し、ラオスの首都ビエンチャンにあるワッタイ国際空港へ、
現地時間午後9時に到着しました。この空港も日本の
ODAで建てられているそうです。

ラオス・ビエンチャンへの移動（バンコク経由）

2月10日（初日）

▼ワッタイ国際空港の記念碑

　この日からが実質的に視察開始日となり、ビエンチャン
市内にあるJICA事務所への訪問を皮切りに、周辺地域に
あるJICA関連サイトを訪問しました。

①JICAラオス事務所
　所長以下、所員数名で応対してくださいました。この
事務所ではラオスと日本の関係が説明されました。また
今後、我々が訪問するサイトの全般的な事業概要の説明
が、DVD等でなされました。

②IV-JAPAN（NGO） 職業訓練トレーナーの
養成事業 
　現地ラオス人の職業訓練トレーナーの養成プログラ
ムを実施する施設。比較的自立しやすい職業（理美容、
調理、縫製）のトレーナーを養成し、自立できる多くの人
材が育っていくことで貧困撲滅を目指していました。同
サイトでも、理美容設備（1台）、食堂（客席数80程）、縫
製品の小売などを行い、私ども訪問団の昼食も訓練中
の生徒が作ったお弁当をいただけることになり、メ
ニューも日本でおなじみのから揚げ弁当や、魚フライ弁
当など４品目から選ぶことが出来ました。中には髪を洗っ
てもらう参加者もいて、その訓練の成果を体験すること
が出来ました。　　　

ビエンチャン市内のJICA施設見学など

2月11日（2日目）

③ラオス・日本人材開発センター
（通称：ラオス日本センター）
　当サイトは、ラオス国立大学ドンドックキャンパス内に
設けられ、日本（JICA）とラオス（同大学）が共同運営を
行い、経済ビジネス分野の人材育成を柱に、日本人ス
タッフ6名が駐在していました。（専門家2名、JICA2
名、日本財団2名）。ここでは専門家による経済講義が
行われ、ラオスが昨年8パーセントという高い経済成長
を遂げていること、2015年に迫ったASEAN統合まで
の間に日本企業の投資、進出が促進されていると説明
がありました。隣国のタイや、ベトナム、中国、また韓国
などは投資展開が早く、在ラオス日本人が600名に対
し、韓国人は2,500名との実態を紹介。一方、団員から
の質疑応答では、ラオスの人柄や、対日感情、住宅、交
通事業等に質問が及びました。また、施設内には、日本
語教材や、日本文化紹介のための部屋とスタッフも用意
されていました。ちなみに住宅事情について後で知りま
したが、ラオスの街中の個人の住宅は主にレンガを組み
立てたものが多く、お金があるときに出来るだけたくさ
んのレンガを買いそれを自分で組み立て、またお金をた
めてレンガを買い組み立てていくのが一般的だそうで
す。そのようなわけで、市街地には一瞬、廃墟を思わせ
る建造物を多く見かけましたが、それは廃墟ではなく建
築中のものだったと分かりました。

▼生徒によるお弁当のメニュー

▼日本センター前にて記念撮影
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平成24年度JICAパートナーシップセミナー ③

④香川県うちわ産業振興支援プログラム
（草の根技術協力）
　香川県では、丸亀うちわが日本のうちわの9割のシェ
アを持つという強みを活かし、同県が県内の関連団体と
実行委員会FUNFANを組織し、2012年8月よりバン
ビエン郡内の村の振興事業として、専門プロジェクト調
整員（協力隊OB）を配置し、うちわ製作の技術指導を
行っていました。まだ事業がスタートして半年ほどしか経
過していないため、うちわの販路を確立するまでには
至っていませんでしたが、地方自治体が行う国際協力の
形としては、非常に魅力を感じました。
　調整員の話によると、まず村人の理解を得る所から始
めなければならず、そのためには同地区の村長の許可を
得る必要があり、そのためにはface to faceの関係が
不可欠だとか。その際、お酒を一緒に飲みかわすのがラ
オス流であり、そのお酒がラオラーオというアルコール
度数が45％
であるため、
お酒が苦手
な人はとて
も苦労する
だろうという
ことでした。

⑤「ナムグム・ダム水力発電事業」
　総貯水量
70.3億㎥と
いう膨大な
貯水量を誇
る同ダム1
号は、1967
年より、無償
資 金 協 力
で、メコン川支流のナムグム川にダムを建設され、その
水力発電事業はラオスにとっても一大事業となっていま
す。ダムで出来た広大な湖畔のため、漁業（淡水魚）も
盛んであり、付近の村々では魚の干物を販売している様
子が数多く見受けられました。ラオスではこの電力をタ
イなどに輸出し外貨を稼ぎ、特に雨季は電力が多く供給
できているようでしたが、乾季は逆にタイから輸入しな
いといけない事情があるようでした。また、このダム湖畔
沿いはリゾート開発も行われており、外国人観光客の誘
致にも一役買っていました。ちなみにこの日の昼食はそ
の一角で取
ることなり、
湖畔を眺め
ながらの食
事はとても
良いもので
した。

バンビエン県見学

2月12日（3日目）

次号につづく ＞＞＞

視察3日目。ビエンチャン県北部バンビエン郡の
サイトを訪問。

イベント情報
■【第21回 「アフリカ子どもの日」 in Kumamoto】

◇日時：2013年7月5日・6日・7日
◇場所：くまもと県民交流館パレアほか
◇対象：小・中・高校生・大学生・一般

アフリカ諸国から日本に留学している若者を迎え、様々な問題や文化について、熊本の若者たちと共に考え、共に学び、よりよい地球市民を目指し
たいと考え、企画しています。設立当初よりはじめ、今年で21回目を迎えます。

◇参加費：無料（ただし夜の交流会費：学生1,000円、一般6,000円）
◇問い合わせ先：熊本県ユニセフ協会　TEL.096-326-2154

■【第15期 市民講座「アイルランド：心の旅」】

◇日時：2013年7月20日（土）13：30～15：00（90分）
◇場所：熊本近代文学館
◇対象：参加希望の方は当日、自由においでください。

熊本近代文学館館長  井上智重氏に「～古代の風　ケルトの風～」講演をしていただきます。

◇参加費：無料
◇問合せ先：熊本アイルランド協会事務局　TEL.096-366-5151
◇備考：熊本アイルランド協会HP ⇨ http://www.kumamoto-ireland.org

■【第15期 市民講座「アイルランド：心の旅」】

◇日時：2013年8月24日（土）14：00～15：30（90分）
◇場所：(株)お菓子の香梅 帯山店ドゥ・アート・スペース
◇対象：参加希望の方は当日、自由においでください。

熊本学園大学非常勤講師  伊東裕起氏に「～イェイツとアイルランド文芸復興～」講演をしていただきます。

◇参加費：お茶とコーヒーが付きますので200円いただきます。
◇問合せ先：熊本アイルランド協会事務局　TEL.096-366-5151
◇備考：熊本アイルランド協会HP ⇨ http://www.kumamoto-ireland.org
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你好！ニ－ハォ！
熊本市　中国国際交流員（CIR）

楊　淳麗（ヨウ ジュンレイ）

ちょっといわせてはいよ

4月より、熊本市役所に、中国国際交流員として勤務
する楊淳麗さんより、熊本の皆様へのメッセージを
いただきます。

　熊本の皆様、はじめまし
て。中国広西チワン族自治
区の南寧市から参りまし
た、楊淳麗と申します。南
寧市は中国の南に位置し、
チワン族という少数民族の
原住地です。勿論、私もチ
ワン族です。高校時代から
日本のドラマや番組に興味
を持ちはじめ、大学に入る
と日本語を専攻して四年間
勉強しました。大学二年生
の時に、関西地方へ旅行に行ったことがあります。和風な古都
奈良、伝統美の京都、賑やかで活気のある大阪、中華風情が溢
れている神戸…それぞれ独自の文化と魅力を持っている
町々、美しい景色と温かい人情が、今でも忘れられません。
　特に強く印象に残ったことの一つは、日本人の強い環境保護
意識です。日本の街や道路はほとんどゴミ箱がないのに綺麗で
清潔です。ゴミを家まで持ち帰っている人が多いと聞きました。
中国では、数メートルおきにゴミ箱が設置されて、清掃員がよく
掃除をしていることが多いので、初めて日本に来った時なかな
か慣れることが出来ませんでしたが、「自分たちの街は自分た
ちで守る」という意識に感心しました。
　二つ目は、日本人の他人に対する思いやりと優しさです。公
共の場で大声で喋らないように思いやりを持って行動したり、
なるべく迷惑をかけないように自制したりすること、素晴らしい
と思います。また、私が大
阪で買い物をしてホテルへ
帰る時、迷子になったので
すが、途中でお婆さんに道
を尋ねると、すごく親切で、
ホテルまで案内してくれま
した。親切に手伝いをして
くれる姿が、私の心に強く

残りました。この旅を通じて、真の日本の姿を垣間見ることがで
きました。小さな国土の日本がいかにして奇跡を起こしてきた
のか、少しだけ理解できたような気がします。
　大学卒業後、広西チワン族自治区北海市の外交事務を主管
する機関で働き、国際交流
の仕事をしていました。仕
事で日本と関わることがよ
くありますが、その中で特
に興味深いのは、毎年開催
されるアセアン博覧会の仕
事です。熊本県は広西チワ
ン族自治区の友好姉妹都
市なので毎年出展し、熊本
のことを広西の人々にＰＲ
します。その時、私もハッピ
を着て、日本人スタッフと
一緒に熊本のお酒や食べ
物などの試飲・試食を提供したり、伝統的な工芸品を展示したり
していました。皆さんの話を通訳しながら、お互いに好奇心と友
好の気持ちを強く感じていました。
　今、中日関係は波風が立っていますが、世界中の人々が紡い
だ「絆」、「愛」、「優しさ」、「敬意」などは、どんなことにも負け
ないはずだと思います。両国民はとても友好的だと深く信じて
います。ですから、日本の社
会、文化についてもっと知
りたい、中日友好交流の架
け橋になりたいです。日本
への旅行経験はありました
が、真の日本社会に身を投
じて生活する経験はなかっ
たので、交流員として、もう
一度日本に行きたいという
気持ちで、やっと熊本に来
ました。ここで、さまざまな
体験をして成長し、自分の
可能性を広げたいと思います。また、中国と日本の異なる文化
や考え方をできるだけたくさん理解して、帰国後、自分が感じた
真の日本を中国の人々に伝え、中日友好交流のために、力にな
るように努力して行きたいと思います。熊本市の皆様、どうぞ
宜しくお願い致します。

2007年、金閣寺の前で

アセアン博覧会で
熊本のハッピを着た私！

食べることが大好き！　

先月、藤の花見に行きました。
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マーロー！（サモア語でこんにちは)　
　私は2011年3月から2年間、青年海外協力隊のPCイ

ンストラクターとして南太平洋の島国サモア独立国で活

動してきました。今回は、私がサモアで見た「学校での子

育て」について話をさせていただきます。

　私が勤務していたのは、首都アピアから車で15分ぐら

い離れたファレウラという村にあるメソジスト教育委員会

が運営しているウェスリーカレッジです。日本でいう中学

から高校に当たる生徒達が通っています。生徒数は約

800名、教師数は約50名と、かなり大きい学校です。

　赴任してすぐに気がついたサモアと日本との違いは、

先生達が自分の子供を学校に連れてくることです。毎朝

の職員会議の時には、数人の先生が、赤ん坊から3歳ぐら

いの子を連れて来ています。その先生達は、授業中板書

をする時など自分の子どもに構っていられませんので生

徒に預けます（時には携帯電話をする折も！）。預かった生

徒は、抱き上げてあやしたり、授業中にもかかわらず教室

の外に出て子どもの面倒を見たりします。また、近くにい

る上級生に任せることもあります。上級生は選択科目に

より授業を受けなくて良いコマがあり、暇にしていること

があります。しかし実は、年度末に実施される国家試験の

受験生なのですが…。

サモアの学校で―先生達の子育て

このページは世界を知るをテーマに「国際協力」については、独立行政法人
国際協力機構（JICA）デスク熊本や、国際交流、協力分野で活躍している皆
さんのご協力を得て、日本で生活する私たちには日常知ることができない興
味深い世界の状況を紹介します。

佐藤 庸介さん青年海外協力隊　平成22年度4次隊

さとう ようすけ

（サモア派遣、職種：PCインストラクター）

PC教師向けのワークショップ

学校の先生方と子供達

　このように生徒が子守りをすることで、授業をまともに

受けられない生徒がでることや、上級生の学習時間を減ら

すことになるため、最初は生徒の勉強の邪魔だと思って、

私はイライラして見ていました。しかし、世話をする生徒は

迷惑に思うどころか喜んで子どもの相手をしています。一

組の夫婦に子どもが5̃6人いて当たり前、そして夫婦一組

だけではなく、その兄弟を含めた親族も一緒に住む大家族

が当たり前のサモアです。大抵の生徒が小さい弟や妹、甥

や姪やいとこが家にいるので、子どもの相手は慣れたもの

です。抱きかかえる誰もがキスをし、優しく接しています。

　そして預けられる子供も、普段から沢山の家族に抱かれ

たりしているので、全く人見知りをしません。誰に抱かれて

も嫌がること無くニコニコしています。時には、ウロウロ勝

手に歩きまわって、見ていてあげなければ何をするか分か

らないところもあります。そんな子どもたちをみているうち

に、私の「イライラ」はいつの間にか「可愛いなぁ」に変わっ

てきました。このような状況は、仕事のあり方として良くな

いとは思います。しかし、何事も「アワレポポレ（サモア語で

「心配するな」）」の精神のあるサモアです。父、母にこの話

をしたところ、50年ほど前の日本と似ていると言っていま

した。少子化・核家族化が進み、子どもを育てにくい環境に

ある現代日本からみると、とても羨ましく感じませんか？
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未来のために

　この｢ニュースレターくまもと｣は､当事業団の機関紙として平成7年11月の創刊以来､熊本の国際交流･協力に関する情報を､
日本各地の国際交流協会､国際交流･協力機関や市民､在住外国人の方々を中心に幅広く発信し､国際交流･協力に感心を持つ人､
開発教育関係の教育者､留学を考えている人､異文化理解に興味を持つ人など､多くの方々にご愛読いただいています｡
＊webでも公開しています。（ http://www.kumamoto-if.or.jp/ ）
発行：年4回 (4月、7月、10月、1月) 部数: 3,000部
配布先：市内の小･中学校､高校､大学､全国の国際交流協会､市内の国際交流･協力団体､当事業団のボランティア登録

者及び賛助会員(約500名)､熊本市役所関係機関(区役所、市民センター､公民館等)､熊本市国際交流会館内
広告の種類：1/4ページ (この広告募集のサイズです｡)
契約期間及び料金：1/8のおためしサイズ（１回）5,000円単発（１回）20,000円、半年契約（2回）30,000円

年間契約（4回）40,000円
★まずは、1/8のおためしサイズ（1回5,000円）で貴社の情報を発信しませんか！

あなたの企業も一緒に情報発信しませんか!?

未来のために
ここでは、私たちの未来を考える上でとても重要な視点である共に生きる社会、

多文化共生について専門家である羽賀友信さんにシリーズでご寄稿いただいています。
今回は地域国際化協会認定についてご寄稿いただきました。

　熊本市国際交流振興事業団が地域国際化協会の認定を受

けました。地域国際化協会は、各地方公共団体で地域レベル

の国際化を推進する取り組みを行っていますが、行政のみで

できるものではなく、民間国際交流組織による活動が不可欠

です。総務省の指針に基づき県が作成した「地域国際交流推

進大綱」に位置づけられる、中核となる民間国際交流組織を

地域国際化協会として認定し、各種の支援措置を実施してい

ます。

　地域の国際化と一口に表現しても、内容は多岐にわたり複

雑です。大きく分けても、国際化に向けた地域の啓発事業、日

本語教育、生活相談対応等の多文化共生事業、世界が相互依

存関係になっている中での国際協力事業、被災時対応の防災

支援事業があります。

　特に熊本市は、フェアトレード都市宣言をし、日本１国の豊

かさだけを考えるのではなく、世界が共生できるフェアな関係

を推進する中心都市でもあります。７月１２日にはアメリカテキ

サス州サンアントニオで開催される環太平洋サミット２０１３年

会議（リーディングアジア：日米関係を再生させる姉妹都市

ネットワーク）において幸山政史市長が基調講演を行います。

この会議で問題提起をし、イニシアチブをとる重要な役割を熊

本市が担います。また来年度には、世界フェアトレード都市会

議が熊本で催されます。こういったことから、事業団の役割が

非常に重要になってきます。

　7０年代に比べる

と、自然災害の数が

約３倍に増加してい

ます。世界の気候変

動が日本の地方に

も、大きな影響を与

えており、防災も非

常に重要なテーマに

なっています。定住

化が促進され長期

滞在の外国籍市民

が増加しており、生

活再建までの復興

が課題になっています。ここでは全国的な連携システムが必

要とされ、事業団が長年構築してきたネットワークがますます

重要性を増してきています。

　またインターネット環境の推進とともに、グローバル人材の

育成と活用が重要性を増しています。事業団が社会教育の一

環として進めてきた、交流を通した青少年の国際理解教育

が、多様性を活かし地域の活性化に繋がる原動力となり、国際

都市熊本をますます元気にすることになると思います。これか

らは異なる視点を学びに変えることにより、問題解決にあたる

「協働」というシステムが、地域における国際化のキーワード

になってくると思います。

筆者：羽賀 友信さん
長岡市国際交流センター「地球広場」センター長
新潟NGOネットワーク顧問
JICA地球ひろば 国際協力サポーター
長岡市教育委員、JICA専門家
※当事業団多文化共生アドバイザー

地域国際化協会認定を受けて
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秋 岡　了 誠
安 藤　宗 憲
位 寄　か の こ
石 川　輝 隆
石 坂 　 康
石 原　林 子
石 渡　豊 美
市 川　温 子
一 本 　 翠
稲 葉　秀 造
井 上　恵 子
井 上　紗 恵
今 鷹　貴 梨 子
岩 下　弘 美
上 村　耕 治

上 村　ひ と み
内 野　多 香 子
内之浦　かおり
内 山　和 代
梅 本　春 代
浦 野　エ イミ
大 塚 　 博
大 野　章 子
大 山　絢 子
岡 崎　和 也
緒 方　綾 乃
緒 方　英 里 子
緒 方　和 典
小 川　留 里
尾 上　達 也

小 畑　雅 代
甲 斐 原　成 子
金 子　政 利
亀 岡　由 香
辛 島　真 由 子
河 上　楯 夫
川﨑　瑠 衣 子
河 野　律 子
川 本　裕 子
木 下　な つ え
岸 野　洋 一
木 上 　 浩
清 田　忠 臣
清 村　美 幸
倉 田　秀 樹

蔵 本 　 剛
桑 野　光 朗
河 野　寿 美
幸 福　香 里
古 賀　三 香 子
古 賀　真 由 美
後 藤　一 郎
木 庭　由 香
小 林　繁 子
小 堀　い く 代
坂 井　菊 子
酒 井　健 宏
坂 田　正 充
坂 本 　 猛
佐藤　エミリー

潮 谷　信 仁
塩 原　宏 三
重 浦　シ ヅ 子
重 浦　照 美
島 田　一 浩
新 改 　 薫
末 吉　美 紀
鈴 木　直 美
世 利　美 保 子
高 田　孝 子
高 野　美 貴 子
高 山　英 子
滝 口　靖 憲
田 邉　正 広
谷 口　奈 緒

谷 山　真 奈 美
田 上　仁 子
田 村　直 子
田 村　美 帆
田 山　瑞 恵
塚 本　祐 子
出 口　路 子
寺 岡　雅 子
戸 取　憲 正
冨 田　諒 子
中　美 穂 子
中 川　芳 子
中 村　啓 一
中 村　紗 依
永 山 義 一

中 山　千 橿
林 田　尚 武
原 　 章 子
春 野　絵 美
樋 口　雄 二
平 本 　 忠
深 見　丈 二
福 島　美 紀
福 本　幸 子
藤 森 　 優
古 江　か ほ り
堀　美 紀 子
堀 　 満
堀 田　邦 子
本 田　公 三

ちょっと日本語／きふブロ

●阿蘇くまもと空港より 車で45分
●熊本交通センターより 徒歩 3 分
●熊本市電停花畑町より 徒歩 3 分

from Aso-Kumamoto Airport-
       45minutes by car

from Kotsu Center-3minutes walk

from“Hanabata-cho”
       tram stop-3minutes walk

熊本市国際交流会館 国際交流サポートセンター
開館時間　午前 9 時～午後 8 時
 多文化共生オフィス（午前11時～午後6時）
 096-359-4995（直通）
休 館 日　第2・第４月曜日、年末年始（12月29日～1月3日）

Civic Support Center for International Exchange and Cooperation
Kumamoto City International Center
Service Hours  9：00 a.m.-8：00 p.m.
Multicultural affairs office（11:00a.m.～6:00p.m.）
096-359-4995（Dial-in）
Closed：2nd and 4th Mondays of each month,Dec.29th～Jan3rd

☆平成25年度賛助会員募集!!☆
一般財団法人熊本市国際交流振興事業団では賛助会員を募集しています。当事業団の活動にご理解とご支援をいただくと共に、
さらなる国際交流や国際協力の輪が広がることを願っています。
会員の方々には、事業団の機関誌『ニュースレターくまもと』の送付や様々な情報の提供をさせていただきます。また、当事業団主催講座の受講料
会員割引特典や、国際交流会館駐車場の割引もあります。

Japanese Tip

「名前」 ＮＰＯ法人日本語サポートあさ　　　
代表　小川　ひろみ さん

　最近の日本語学校では「中国人がほとんど」は過去の話で、「ベトナム人がほとんど」もめずらしくなくなりました。そして親戚でもないのにクラスのほとんどが、女性なら「グエ
ン・ティ～」さん、男性なら「グエン・バン～」さん。それで出席を取るときも中間名までいれた全部の名前をいわなければ、だれのことかわからず返事をしてくれません。
　それで同様に「日本人で多い名前は何だと思う？」と聞くと、アジアの学生たちは異口同音に「本田さん山田さん」。どうやら本田さんは彼らの国でみる日本車「ＨＯＮＤＡ」で山
田さんは日本語の教科書の登場人物のようでした。世界の名前には順序一つとっても姓＋中間名＋個人名もあれば、個人名＋中間名＋姓もあり、また姓か名か、女性の名前か男
性の名前かさえわかりません。そして呼び名も姓で呼ぶか、個人名で呼ぶか、全部を呼ぶか。小さな日本語の教室から世界がみえる瞬間です。

〔団体〕50音順（敬称略）
私たちは熊本の国際交流活動を応援しています！

熊本城

銀座通り

上
通
り

下
通
り

通
町
筋

　●
市役所

●
●

西辛島町

辛島町

交通センター●
県民百貨店●

●

　●
 鶴屋

　 ●
パルコ

花畑町

市役所前

国際交流会館

崇城大学
市民ホール

桜の馬場
・城彩苑

●
花畑公園

＜入会のお申し込み・お問い合わせ＞
一般財団法人 熊本市国際交流振興事業団事務局
〒860-0806 熊本市中央区花畑町4-18 熊本市国際交流会館
TEL:096-359-2020  FAX:096-359-5783
E-mail:ad-info@kumamoto-if.or.jp

　①個人会員　　一口　  2,000円/年（一口以上）
　②団体会員　　一口　10,000円/年（一口以上）

平成26年３月までの会員期間となります。

継続・新規ご加入ありがとうございました。
　　  （平成25年3月21日～平成25年6月20日現在にご加入いただいた皆様） 　〔個人〕50音順（敬称略）

London Bridge International School
学校法人　君が淵学園 崇城大学
学校法人　鎮西学園
株式会社　ニュースカイホテル
九州農水株式会社
熊本学園大学
熊本交通センターホテル
熊本市地域婦人会連絡協議会
熊本日独協会
コスギ不動産
一財）熊本市駐車場公社
志成館高等学院
マルヒサ食品

　初めまして。私は韓国から来たジョンボラと
申します。私はソウルにある培花女子大学に
通っています。専攻は日本語です。8月まで熊本
県立大学と国際交流会館でインターンをするこ
とになりました。
　私の趣味は日本の映画を見ることです。一番
好きな映画は「はなみずき」です。日本の映画を
見て、日本語に興味を持ち、日本語を勉強するこ
とになりました。また私は旅行をするのが好き
ですが、まだ熊本についてよく分からないので、
熊本のいいところをたくさん教えてほしいです。
よろしくお願いします。

インターンシップ生、サポートセンターボランティアの
皆さんが綴るKIFのアクティビティ
インターンシップ生、サポートセンターボランティアの
皆さんが綴るKIFのアクティビティきふブロ インターネットではもっとたくさん紹介しています。

URL http://kifblo.blog.ocn.ne.jp/blog/

　はじめまして、私は韓国から来たチェヒョンス
と申します。私は蔚山という所にある蔚山科学
大学の実務外国語科の2年生です。
　趣味は写真を撮ることで、音楽を聴きながら
散歩することが好きです。また、熊本県立大学で
一ヵ月間、研修した時、熊本弁をちょっとだけ学
びました。熊本弁は本当に面白かったです。6月
から8月末まで、国際交流会館でインターンシッ
プをすることになりました。私は日本語もまだ
まだですので、日本語と熊本弁をたくさん教え
てください。̂ -^二ヵ月間、お世話になります。宜
しくお願いします。チェヒョンスチェヒョンス ジョンボラジョンボラ

前 田　喜 代 美
前 田　美 保 子
前 渕　啓 子
益 田　隆 一 郎
マスデン　眞理
子 増 永　ミ キ
松 崎 　 忠
松 嶌　か お り
松 田　房 二 郎
松 田 　 恵
松 本　尚 子
松 本　富 士 男
宮 崎 　 薫
宮 園　文 子
室 屋　暢 美

森 　 春 華
森 　 義 臣
森 川　公 夫
安 武　邦 人
矢 野　小 百 合
山 口　桂 子
山 田　京 子
山 元　総 勝
山 本　富 子
横 山　よ う 子
若 松 　 藍
渡 辺　か お り

Kum
am
oto International Foundation

■Address/KC
IC
 4
-1
8
H
anabata-cho,C

huo-ku,Kum
am
oto C

ity,8
6
0
-0
8
0
6

　

Tel

　

0
9
6
-3
5
9
-2
1
2
1
  

　

e-m
ail

　

pj-info@
kum
am
oto-if.or.jp  U

R
L

　

http

　

//w
w
w
.kum

am
oto-if.or.jp/

■
住
所
／
〒
8
6
0

̶

0
8
0
6

　熊
本
市
中
央
区
花
畑
町
4

̶

18
熊
本
市
国
際
交
流
会
館

　T
E
L

　０
9
6

̶

3
5
9

̶

2
1
2
1  

　

e-m
ail

　

pj-info@
kum
am
oto-if.or.jp 

　

U
R
L

　

http

　

//w
w
w
.kum

am
oto-if.or.jp/

一
般
財
団
法
人 

熊
本
市
国
際
交
流
振
興
事
業
団

：
：

：
：

：：
：

：

8


